






































































ナ ー ガ は 漢 訳 教 典 で は
， 瀧 と 訳 さ れ る が 、
本来は
蛇 （ コ プ ラ ） で あ る 。 （ ― - 五 頁
、 「 47
ナ ー ガ の 上 の プ ッ ダ 」 よ り ）コ
プ ラ は 、
周 矧 の よ う に 、




そ の 恐 ろ し い 班 蛇 の と ぐ ろ の
上 に 、










う ま く 取 り 込 ん で 、
仏 教 の 守 設 神 に し て し ま う 。
恐
ろ し い 甜 蛇 ま で も ｀
仏 陀 の 慈 悲 に 救 わ れ 帰 依 し て 、
仏 教 の 守 り 神
となったというのであろうと、





現 在 朋 読
中 の 石 山 寺 本 r 四 分 律 』 の 中 に あ る の に 気 が つ い
た 。
こ の 査 料 に
は 、 平安 極 初 期 の 白 点 （ コ に 上 代 特 殊 仮 名 造 の 区 別 を 止 め て い る ）が 加 え ら れ て い て 、 訓 読 す る こ と が 可 能 で あ る 。 「 仏 伝 の 一 楊 mi 」の 確 実 な 出 典 の 一 っ を 、




法 蓮 華 経 』 や 『 金 光 明 倣 勝 王 経 』 の よ う な 、
よ く 知 ら れ た 経 と 違 っ
て、『四分律』・は、
読 者 に 馴 染 み の 薄 い 仏 典 で 、
ご存じない方が
多 か ろ う と 思 わ れ る の で 、
わたしが解読したものを紹介すること
に す る 。 （ 『 四 分 律 』 は 、
僧 の 守 る ぺ き 戒 律 を 説 く 。 原 典 は 仏 滅 後
1 0 0 年 に 、
愚 無 徳 が 上 座 部 の 根 本 律 （ 八 〇 誦 ） か
ら、
四 度 に 抄
出 し た も の で 、
漢訳されたのは、
支 那 の 挑 秦 の 弘 始 l 0 年 ＾ 西 暦
四 0 八 年 、
日本では、
反 正 天 皇 の 郎 位 三 年 〉 、
訳者は囮賓の人、
仏 陀 耶 舎 ( B u d d h a y a s a s 、








（ 原 文 ）時、
世 雌 食 二 彼 食 一 已 、
即 詣 二 文 隣樹 ・ 文 隣水 ・ 文隣 龍 王 宮 ― °
到 レ 彼 巳 、
結 珈 扶 坐 七 日 思 惟 不 レ 動 。 遊 二 解 脱 三 昧 l ‘




天 大 暴 雨 極 寒 。 文 閑 龍 王 自 出 二 其 宮 l 、
以 レ 身 逸 k 仏 、
頭蔭二仏上―‘
而 白 レ 仏 言 、 「 不 レ 寒 不 レ 熱 邪 。 不 二 為 レ 風 翌 日 暴 ー 。
不 下 為 二 蚊 虻 一 所 中 触 燒 上 邪 。 」 爾 時 、
七 日 後 、
雨 止 消 明 。
時、
竜
王 已 見 三雨 止 消 明 ズ 還 解 レ 身 不 二 復 逸 l レ 仏 。
即 化 1 l 作 一 年 少 婆
羅 門 一 、
在二
如来前一合掌胡脆、
礼 二 如 来 足 一 。 時 、
世 賑 七 日 後 、
従 二 三 昧 一 起 、
即 以 二 此 僑 一 而 猥 曰 、
r 離 レ 欲 歓 喜 築 。 談 二 察 法 l 亦 築 。 世 rJJ 元 レ 忠 築 。 不 レ 姫 二 於 衆 生 ― °
世 間 元 レ 欲 築 。 越 ― 一 度 於 欲 界 一 、 能 伏 二 我 慢 一 者 、 此 骰 第 一 築 。 」
爾 時 、
文 燒 能 王 前 白 レ 仏 言 、 「 我 所 下 以 身 追 二 如 来
一 、
頭 蔽 中 如 来 上
者、
不レ欲―ー燒二退如来一。
但 恐 下 如 来 身 為 二 寒 熱 ， 風 誤 ・ 日 暴 ，
蚊虻玉m上レ撓。
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